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祈
り
の
か
た
ち

　

医
者
の
い
な
い
昔
は
、疫
病
で
島
民

の
多
く
が
死
亡
し
た
と
い
う
。頼
る

術
は
、ま
じ
な
い
や
薬
草
、祈
祷
の
み
。

そ
の
た
め
か
、三
島
村
に
は
先
人
の
疫

病
退
散
の
願
い
が
様
々
な
か
た
ち
で

残
さ
れ
て
お
り
、思
い
を
今
に
伝
え
る
。

　
竹
島
で
は
疱
瘡（
ほ
う
そ
う
）よ
け
の

石
碑
C
や
馬
方
踊
り
、
祠
に
石
を
捧

げ
る
風
習
に
病
除
け
祈
願
の
か
た
ち
が

見
ら
れ
る
。祠
の
風
習
は
絶
え
た
が
、祠

A
と
中
の
石
B
は
今
も
確
認
で
き
る
。

石
は
海
で
拾
っ
て
神
に
捧
げ
る
。

　
馬
方
踊
り
は
疱
瘡
除
け
を
願
っ
て

始
ま
っ
た
。竹
島
に
残
る
記
録
で
は
、

江
戸
中
期
の
一
七
二
八
（
享
保
十
三
）

年
に
疱
瘡
が
流
行
し
、島
民
の
１
／
４

と
な
る
三
十
六
名
が
死
亡
。一
七
九
〇

〜
一
七
九
三
（
寛
政
二
〜
五
）
年
の
流

行
で
は
三
十
九
名
が
死
亡
し
た
。生
き

延
び
た
女
性
達
は
、
寛
政
六
年
に
馬

方
踊
り
D
を
は
じ
め
た
。

　

疱
瘡
は
天
然
痘
の
古
い
名
で
、予
防

策
は
十
八
世
紀
末
の
ワ
ク
チ
ン
発
明

ま
で
な
か
っ
た
。強
い
感
染
力
で
紀
元

前
か
ら
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い

る
。三
島
各
島
で
は
、
疫
病
が
は
や
る

と
病
人
を
家
に
置
い
て
、残
り
は
山
に

逃
げ
た
。ま
た
、
来
島
者
は
集
落
へ
入

る
前
に
一
旦
隔
離
し
た
。竹
島
で
は
オ

ン
ボ
崎
に
一
週
間
隔
離
し
た
と
い
う
。

　

十
九
世
紀
以
降
に
疱
瘡
は
治
ま
り
、

赤
痢
・
コ
レ
ラ
・
腸
チ
フ
ス
が
流
行

し
た
。竹
島
で
は
赤
痢
に
は
お
灸
を
し
、

腸
チ
フ
ス
に
は
薬
草
や
ミ
ミ
ズ
を
煎

じ
て
飲
ん
で
い
る
。こ
の
療
法
は
全
島

同
様
で
、昭
和
二
十
四
年
、硫
黄
島
に

診
療
所
が
で
き
る
ま
で
続
い
た
と
い

う
E
。（
三
月
を
参
照
）

思
い
出
話

「
昔
の
疫
病
の
話
を
一
歩
踏
み
込
ん
で

想
像
で
き
る
の
は
、
コ
ロ
ナ
の
経
験
に

よ
る
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」
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念
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